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International Convention of Asia Scholars (ICAS) ５
日時：２００７年８月２日（木）～５日（日）
場所：クアラルンプールコンベンションセンター、マレーシア
第五回　国際アジア研究者会議　
Organized Panel
梶原景昭、樋田満（アジア・日本研究センター 研究員）、
Kitti Limskul （チュラロンコン大学、タイ）、
Mohamed Ariff （マレーシア経済研究所、マレーシア）
タイトル“Economic Development as a Social Dreaming”
Institutional Panel (AJRC Panel)
土佐昌樹、青柳寛、国広ジョージ、佐藤研一（アジア・日本研究センター 研究員）
タイトル“The Prospect of Cultural Public Sphere in Asia”
２００７年８月２日～５日、マレーシア・クアラルンプールにあるクアラルンプールコンベンショ
ンセンターにて第五回国際アジア研究者会議（ＩＣＡＳ５）が開催された。ＩＣＡＳは１９９８年にオランダ・
ライデンにて発足、第五回目にあたる今回はＴｈｅＩｎｓｔｉｔｕｔｅｏｆＯｃｃｉｄｅｎｔａｌＳｔｕｄｉｅｓ（ＩＫＯＮ）および
ＴｈｅＩｎｓｔｉｔｕｔｅｏｆＴｈｅＭａｌａｙＷｏｒｌｄａｎｄＣｉｖｉｌｉｚａｔｉｏｎ（ＡＴＭＡ）が主催となって、「アジアの未来を分か
ち合う」というテーマのもと、６０カ国以上から２,０００人以上が参加するアジアでも最大級の学術会
議となった。とくに人文科学系、社会科学系の分野では特徴ある発表が多かった。またそのような
多様なフィールドのプロフェッショナルが集まる会議では、参加者同士の交流によって拡がる研究
発展の可能性も大事な意義のひとつである。
アジア･日本研究センターからは、査定を通過して参加要請された２チームが参加した。梶原景
昭研究員を中心に当センターの樋田満研究員、マレーシア経済研究所のモハメッド･アリフ氏およ
びタイ・チュラロンコン大学のキティ・リムスクン氏の四名で構成したオーガナイズド・パネル
と、土佐昌樹研究員をコーディネータに青柳寛研究員、国広ジョージ研究員、佐藤研一研究員が発
表をおこない、さらにカナダ・セントメリーズ大学よりゾレ・バヤトリズィ氏をコメンテータとし
て招いて組織したインスティテュートナル・パネルである。
オーガナイズド・パネルは、８月２日に「ＥｃｏｎｏｍｉｃＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔａｓａＳｏｃｉａｌＤｒｅａｍｉｎｇ」と題し
た発表を行った。キティ氏が「ＧｌｏｒｙａｎｄＴｒａｇｅｄｙｏｆＴｈａｉＰｏｐｕｌｉｓｔＩｍａｇｉｎａｔｉｏｎ」、そしてアリフ氏が
「ＳｏｃｉａｌＤｒｅａｍｓｏｆＭａｌｙａｓｉａ」、樋田研究員が「ＳｏｃｉａｌＤｒｅａｍｓｉｎＩｎｄｕｓｔｒｙ-ｌｅｄＨｉｇｈＥｃｏｎｏｍｉｃ
ＧｒｏｗｔｈＥｒａｉｎＥａｓｔＡｓｉａ」、そして最後に梶原研究員がパネルと同タイトルの発表をした。さまざまな
意見が交わされた質疑応答においては、アジアにおける経済成長のあり方に新しい視野や分析の方
向性を提供した。
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８月３日に行われたインスティテューショナル・パネルでは、タイトル「ＴｈｅＰｒｏｓｐｅｃｔｏｆ
ＣｕｌｔｕｒａｌＰｕｂｌｉｃＳｐｈｅｒｅｉｎＡｓｉａ」に基づいて、青柳研究員が「ＳａｌｏｎＤ’Ｕｃｈｉｎａａ:ＩｎｄｅｘｉｎｇＣｕｌｔｕｒａｌ
ＩｄｅｎｔｉｔｉｅｓｉｎＰｒｅｓｅｎｔ-ＤａｙＯｋｉｎａｗａ」を、国広研究員が「ＭｏｄｅｒｎＡｓｉａｎＡｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅＮｅｔｗｏｒｋａｓａ
ＶｅｈｉｃｌｅｆｏｒｔｈｅＲｅｖｉｔａｌｉｚａｔｉｏｎｏｆｔｈｅＢｕｉｌｔＴｗｅｎｔｉｅｔｈＣｅｎｔｕｒｙＨｅｒｉｔａｇｅｉｎＡｓｉａ:ＡＣａｓｅｏｆｔｈｅ
ＣｕｌｔｕｒａｌＰｕｂｌｉｃＳｐｈｅｒｅ」を、佐藤研究員が「ＣｒｅａｔｉｖｅＬｉｆｅｓｔｙｌｅｓａｎｄｔｈｅＰｕｂｌｉｃＳｐｈｅｒｅ:ＡＣａｓｅＳｔｕｄｙ
ｏｆＴｏｋｙｏ」を、そして土佐研究員が「ＰｕｂｌｉｃＳｉｇｎｉｆｉｃａｎｃｅｏｆＣｕｌｔｕｒａｌＰｉｒａｃｙｉｎｔｈｅＧｌｏｂａｌＦｌｏｗｏｆ
ＰｏｐｕｌａｒＣｕｌｔｕｒｅ」を発表した。それに対しバヤトリズィ氏が鋭いコメントを述べた後、会場を
巻き込んで活発な議論がおき、文化的公共圏という概念が参加者の注目を集めるトピックであった
ことが明白になった。
その他ＩＣＡＳでは、開会式やレセプション、多数の学術出版社による展示販売も行われた。会場
となったクアラルンプール・コンベンションセンターは街の中心部にあり、会場に用意された品々
やスタッフの多さ、またマレーシア高等教育省等からの援助があったことも含め、社会的にも非常
に意義のある会議として認識されていた。
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